
１
－
は
じ
め
に

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
事
業
は
、
一
九
八
三
年
に
土
地

区
画
整
理
事
業
と
埋
立
事
業
の
工
事
が
開
始
さ
れ
、

十
年
が
経
過
し
た
。
基
盤
整
備
は
ほ
ぼ
順
調
に
推
移

す
る
と
と
も
に
、
一
九
九
三
年
七
月
に
は
民
間
ビ
ル

の
第
一
号
と
し
て
、
日
本
一
の
超
高
層
ビ
ル
、
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
報
告
書
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
み
な

と
み
ら
い
2
1
事
業
を
、
港
湾
の
再
開
発
と
い
う
視
点

か
ら
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

２
-
港
湾
の
再
開
発

　
港
湾
施
設
の
老
朽
化
や
都
市
構
造
の
変
化
に
対
処

し
港
湾
機
能
だ
け
で
な
く
、
都
市
機
能
の
向
上
を
図

る
た
め
、
港
湾
再
開
発
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

港
湾
の
再
開
発
に
は
次
の
よ
う
な
種
類
が
考
え
ら
れ

る
。

①
－
施
設
の
更
新

　
古
い
岸
壁
を
撤
去
し
、
高
規
格
の
岸
壁
を
作
る
こ

と
な
ど
で
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
で
は
、
中
央
地

区
に
設
計
強
度
を
高
め
た
耐
震
バ
ー
ス
を
新
設
す
る

と
と
も
に
、
新
港
地
区
で
は
、
古
い
岸
壁
を
改
修
す

る
。②

－
機
能
転
換
（
港
湾
機
能
の
ま
ま
で
）

　
港
湾
機
能
は
維
持
し
た
ま
ま
で
、
多
様
化
す
る
港

湾
の
別
な
機
能
へ
と
転
換
す
る
こ
と
。
物
流
の
空
間

か
ら
、
国
際
会
議
場
や
研
究
施
設
な
ど
の
高
質
な
産

業
空
間
や
港
湾
緑
地
、
マ
リ
ー
ナ
な
ど
へ
の
転
換
。

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
中
央
地
区
に
お
い
て
は
、
ふ
頭

や
造
船
所
等
の
産
業
空
間
か
ら
国
際
会
議
場
や
、
臨

港
パ
ー
ク
な
ど
の
港
湾
緑
地
な
ど
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
港
湾
空
間
へ
転
換
を
進
め
て
い
る
。

③
－
都
市
機
能
へ
の
機
能
転
換

　
商
業
用
地
や
業
務
用
地
な
ど
の
都
市
機
能
用
地
へ

と
転
換
を
図
る
。

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
中
央
地
区
に
お
い
て
は
、
既
存

土
地
の
大
部
分
と
埋
立
地
の
半
分
が
都
市
的
土
地
利

用
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
（
図
－
１
）
。

３
－
港
湾
再
開
発
の
制
度
と
手
法

　
港
湾
の
再
開
発
を
進
め
る
た
め
に
は
、
再
開
発
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
法
制
度
や
手
法
の
整
備
が
必
要
に
な

る
。

　
再
開
発
に
関
す
る
法
制
度
と
し
て
は
、
都
市
再
開

発
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
港
湾
地
域
の
再
開
発
に
は

適
用
が
難
し
い
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

①
都
市
再
開
発
法
は
港
湾
施
設
の
整
備
を
想
定
し
て

い
な
い
。

②
都
市
再
開
発
法
で
は
土
地
の
高
度
利
用
を
想
定
し

て
い
る
が
、
港
湾
の
再
開
発
で
は
、
必
ず
し
も
高
度

利
用
と
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
港
湾
独
自
の
総
合
的
な
再
開
発
制
度
が

要
望
さ
れ
る
が
、
関
係
者
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

港
湾
の
再
開
発
の
た
め
の
制
度
、
手
法
は
十
分
に
用

意
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

基盤整備事業区分図図一１
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そ
こ
で
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
に
お
い
て
は
、
既
存

の
制
度
、
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
事
業
を
進
め
て
い

る
。

①
－
臨
海
部
土
地
造
成
事
業
（
埋
立
事
業
）

　
中
央
地
区
、
新
港
地
区
に
お
い
て
埋
立
を
行
う
と

と
も
に
、
高
島
地
区
に
お
い
て
も
一
九
九
四
年
度
か

ら
埋
立
を
行
う
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
港
湾
と
い
っ

て
も
、
再
開
発
で
あ
る
か
ら
、
権
利
者
が
い
る
た
め
、

移
転
補
償
が
必
要
に
な
る
。
み
な
と
み
ら
い
2
1
中
央

地
区
に
お
い
て
は
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
と
協
力

し
て
、
移
転
補
償
を
行
っ
て
お
り
、
新
港
地
区
の
倉

庫
、
事
務
所
の
移
転
補
償
は
埋
立
事
業
会
計
で
実
施

し
て
い
る
。
当
地
区
の
最
大
の
地
権
者
で
あ
っ
た
三

菱
重
工
業
（
三
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
は
金
沢
区
の

本
市
の
埋
立
地
と
本
牧
地
区
の
自
社
工
場
へ
と
分
散

移
転
し
た
。

　
埋
立
事
業
の
目
的
は
用
地
の
造
成
に
あ
る
。
公
有

水
面
埋
立
法
に
よ
り
、
埋
立
地
は
埋
立
事
業
者
の
所

有
と
な
る
。
み
な
と
み
ら
い
2
1
中
央
地
区
の
埋
立
地

六
〇
・
土
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
二
八
・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
に
編
入
さ
れ
、
本
市

（
埋
立
会
計
）
は
地
権
者
と
し
て
土
地
区
画
整
理
事

業
に
参
画
し
た
。
ま
た
、
高
島
地
区
五
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
土
地
区
画
整
理
事
業
に
編
入
の
予
定
で
あ
る
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
仮
換
地
後
の
本
市
用
地
等

を
処
分
す
る
こ
と
で
、
埋
立
事
業
会
計
は
借
入
金
を

返
済
し
、
独
立
採
算
で
事
業
を
続
け
て
い
る
。

②
－
港
湾
整
備
事
業

ア
臨
港
道
路
、
共
同
溝

　
臨
港
道
路
と
は
、
港
湾
法
に
よ
り
港
湾
施
設
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
た
道
路
で
、
管
理
者
は
港
湾
管
理

者
で
あ
る
。
中
央
地
区
に
お
い
て
は
、
臨
港
幹
線
道

路
と
そ
れ
よ
り
海
側
の
道
路
が
臨
港
道
路
で
あ
る
。

ま
た
、
新
港
地
区
の
計
画
道
路
は
す
べ
て
臨
港
道
路

で
あ
る
。

　
臨
港
道
路
と
い
っ
て
も
、
道
路
構
造
令
に
基
づ
い

て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
道
路
法
の
道
路
（
都
市
内

の
普
通
の
道
路
）
と
全
く
見
分
け
が
つ
か
な
い
。

　
臨
港
幹
線
道
路
は
神
奈
川
区
恵
比
須
町
か
ら
中
区

山
下
町
ま
で
の
、
延
長
六
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

路
で
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
内
二
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
区
間
は
本
線
（
地
下
）
四
車
線
、
側
道
（
地
上
）

四
車
線
の
合
計
八
車
線
の
市
内
で
も
有
数
の
高
規
格

道
路
で
あ
る
。
現
在
、
国
際
会
議
場
の
前
面
の
側
道

部
が
供
用
さ
れ
て
い
る
。

　
臨
港
幹
線
道
路
に
は
共
同
溝
が
設
置
さ
れ
、
電
気
、

電
話
、
ガ
ス
、
地
域
冷
暖
房
等
の
配
線
、
配
管
類
が

収
容
さ
れ
て
い
る
。
道
路
、
共
同
溝
の
整
備
は
運
輸

省
の
補
助
事
業
で
行
っ
て
い
る
。

イ
港
湾
緑
地

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
計
画
は
、

本
事
業
の
目
玉
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
市
民
の
就
業
の

場
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
都
心
の
臨
海
部
に
水

際
線
に
沿
っ
た
大
規
模
な
緑
地
を
整
備
し
、
港
湾
施

設
や
産
業
空
間
に
独
占
さ
れ
て
い
た
水
際
線
を
市
民

に
開
放
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
の
公
園
・
緑
地
四
十
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
三
〇
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
港
湾
緑

地
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
港
湾
緑
地
は
港
湾

法
上
の
港
湾
施
設
で
、
施
設
管
理
者
は
、
港
湾
管
理

者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
外
見
上
は
都
市
公
園
と
全
く

見
分
け
が
つ
か
な
い
。

　
み
な
と
み
ら
い
地
区
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
計

画
テ
ー
マ
は
、
水
際
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
歩
行
者
専
用
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

港
湾
景
観
の
演
出
、
都
市
景
観
と
の
調
和
、
親
水
性

の
確
保
な
ど
で
あ
る
。
当
初
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
配
置
は
図
ｌ
２
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九

九
一
年
十
二
月
の
港
湾
計
画
の
一
部
変
更
に
よ
り
、

新
港
地
区
の
水
際
線
は
ほ
と
ん
ど
が
港
湾
緑
地
で
占

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
－
３
）
。

　
港
湾
緑
地
は
そ
の
立
地
の
性
格
上
、
親
水
機
能
の

確
保
が
可
能
と
な
る
。
当
地
区
は
、
都
心
部
に
立
地

す
る
と
い
う
特
性
も
ふ
ま
え
、
臨
港
パ
ー
ク
と
新
港

パ
ー
ク
に
お
い
て
、
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
（
半
径
が

二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
と
五
百
メ
ー
ト
ル
）
の
平
面
形

状
を
も
つ
、
階
段
状
の
親
水
護
岸
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
、
親
水
性
は
、
水
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き

る
が
、
直
接
水
に
触
れ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
今

後
、
親
水
性
を
増
す
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

幸
い
、
新
港
地
区
の
周
辺
に
は
静
穏
な
水
域
が
あ
る

の
で
、
ボ
ー
ト
漕
ぎ
な
ど
の
水
面
利
用
に
つ
い
て
も
、

MM21オープンスペース配置図（1982年）図－２

図－３　新港地区緑地計画図（1991年）
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業
務
用
船
舶
と
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　
水
面
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
水
質
や
底
質
の
問

題
も
重
要
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
向
上
に
向
け
て
、

調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
六
年
度
か
ら
は
運

輸
省
の
補
助
を
受
け
て
、
浚
渫
と
覆
砂
を
主
体
と
し

た
シ
ー
ブ
ル
ー
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ウ
岸
壁
、
物
揚
場

　
中
央
地
区
の
内
貿
バ
ー
ス
は
、
耐
震
性
を
特
に
強

化
し
て
、
地
震
等
の
災
害
時
に
は
、
住
民
の
避
難
や

救
援
物
資
の
輸
送
の
た
め
の
船
舶
が
接
岸
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
新
港
地
区
に
お
い
て
も
三
バ
ー

ス
の
旅
客
船
バ
ー
ス
を
計
画
し
て
い
る
。

　
岸
壁
の
新
設
、
改
修
は
運
輸
省
に
よ
る
直
轄
事
業

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
港
湾
管
理
者
（
横
浜
市
）

が
そ
の
管
理
を
受
託
す
る
。

　
中
央
地
区
の
内
貿
バ
ー
ス
の
脇
に
は
、
小
型
業
務

船
の
た
め
の
物
揚
場
が
整
備
中
で
あ
る
。
物
揚
場
は
、

運
輸
省
の
補
助
を
受
け
て
、
本
市
が
整
備
し
て
い
る
。

４
一
新
港
地
区
の
再
開
発

　
新
港
地
区
は
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
計
画
の
中
で
は
、

港
湾
的
土
地
利
用
を
想
定
し
た
地
区
で
あ
る
。
中
央

地
区
の
開
発
が
進
み
、
多
く
の
市
民
が
臨
港
パ
ー
ク
、

日
本
丸
パ
ー
ク
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
な
ど
を
訪

れ
て
い
る
が
、
新
港
地
区
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
般

市
民
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
る
。
新
港
地
区
は
、

関
税
法
に
よ
り
、
指
定
保
税
地
域
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
港
湾
関
連
の
物
流
関
係
者
、
九
号
バ
ー
ス
の
フ
ェ

リ
ー
利
用
者
以
外
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
一
九
九
四
年
四
月
に
は
中
央
地
区
と
新

港
地
区
を
結
ぶ
大
岡
川
橋
梁
（
「
国
際
橋
」
と
命
名

の
予
定
）
の
開
通
に
合
わ
せ
て
、
新
港
地
区
の
一
部

で
指
定
保
税
地
域
を
解
除
し
、
一
般
市
民
の
通
行
が

可
能
と
な
る
。
現
在
、
新
港
地
区
で
は
、
倉
庫
の
移

転
補
償
と
埋
立
工
事
、
臨
港
幹
線
道
路
や
港
湾
緑
地

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
新
港
地
区
の

整
備
が
進
め
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
徐
々
に
、
市
民
に

開
放
さ
れ
る
区
域
が
広
が
っ
て
い
く
。

①
－
新
港
地
区
整
備
の
基
本
方
針

　
新
港
地
区
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

　
第
一
に
、
新
港
ふ
頭
は
明
治
の
末
期
か
ら
大
正
に

か
け
て
、
国
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
わ
が
国
で
最
初
の

大
型
船
の
係
船
式
岸
壁
を
も
つ
ふ
頭
で
あ
っ
た
。
国

が
整
備
し
た
ふ
頭
で
あ
る
た
め
、
既
存
土
地
の
八
〇

％
が
国
有
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
当
地
区
は
全
域
が
臨
港
地
区
（
商
港
区
）

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
埋
立
地
も
市
街
化
区
域
に
編

入
後
は
、
臨
港
地
区
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
地
区
の
中
央
に
、
米
軍
の
接
収
地
が
あ

る
。
こ
の
米
軍
の
接
収
地
の
存
在
が
、
新
港
地
区
の

開
発
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
た
が
、
長
年
に
わ
た

る
努
力
の
結
果
、
一
九
九
三
年
九
月
、
日
米
間
に
返

還
の
合
意
が
成
立
し
、
一
九
九
四
年
四
月
返
還
の
運

び
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
地
区
の
特
性
に
基
づ
き
、
新
港
地

区
の
整
備
の
基
本
方
針
と
し
て
、
以
下
の
三
つ
を
掲

げ
て
い
る
。

①
横
浜
市
及
び
横
浜
港
の
貿
易
振
興
や
産
業
振
興
に

寄
与
す
る
施
設
の
整
備

②
横
浜
港
発
祥
の
地
と
し
て
の
歴
史
性
を
生
か
し
た

市
民
と
港
を
結
ぶ
施
設
の
整
備

③
二
十
一
世
紀
の
横
浜
港
を
支
え
る
港
湾
関
連
中
枢

業
務
施
設
の
整
備

②
－
事
業
の
進
め
方

　
新
港
地
区
に
は
、
多
く
の
倉
庫
や
港
湾
関
連
の
事

業
所
が
立
地
し
て
い
る
た
め
、
埋
立
工
事
や
基
盤
整

備
工
事
に
先
行
し
て
、
こ
れ
ら
の
倉
庫
、
事
業
所
の

移
転
が
必
要
と
な
る
の
で
、
大
黒
ふ
頭
に
移
転
用
地

を
確
保
し
て
い
る
。

　
臨
港
道
路
や
港
湾
緑
地
等
の
港
湾
施
設
の
整
備
に

あ
た
り
、
用
地
の
確
保
が
必
要
と
な
る
が
、
用
地
の

手
当
は
、
二
つ
の
方
法
で
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
ず
、

本
市
所
有
の
埋
立
地
お
よ
び
既
存
土
地
に
お
い
て
は
、

用
途
変
更
等
に
よ
り
道
路
、
緑
地
の
用
地
を
確
保
で

き
る
。
問
題
は
、
既
存
土
地
の
八
〇
％
を
占
め
る
国

有
地
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
国
有
財
産
法
の
規
定
に

よ
り
、
港
湾
施
設
用
地
に
つ
い
て
は
、
国
有
地
の
ま

ま
で
、
本
市
が
無
償
で
管
理
受
託
を
行
い
、
道
路
、

緑
地
等
を
整
備
す
る
方
向
で
、
運
輸
・
大
蔵
両
省
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
道
路
、
緑
地
の
整
備
は
、
可
能
な
限
り
国
費
を
導

入
す
る
が
、
補
助
事
業
の
採
択
基
準
に
合
わ
な
い
も

の
や
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
問
題
が
あ
る
も
の
は
、
一

部
、
埋
立
事
業
会
計
で
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　
新
港
地
区
の
街
区
開
発
に
つ
い
て
は
、
中
央
地
区

の
街
区
開
発
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
臨
港
地
区
に
よ

る
構
築
物
の
制
限
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

Λ
港
湾
局
み
な
と
み
ら
い
2
1
担
当
課
長
補
佐
担
当
係
長
Ｖ
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